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このドキュメントの使用法

このセクションでは、Oracle Hardware Management Pack for Oracle Solaris 11.3 の最新の
ドキュメントとサポートの入手方法について説明します。また、フィードバック用の
リンクおよびドキュメントの変更履歴も提供されています。

■ 7 ページの「ドキュメントとフィードバック」
■ 7 ページの「サポートとトレーニング」
■ 8 ページの「共著者」
■ 8 ページの「変更履歴」

ドキュメントとフィードバック

Oracle Hardware Management Pack for Oracle Solaris の関連ドキュメントには次のような
ものがあります。

ドキュメント リンク

すべての Oracle 製品 http://docs.oracle.com

Oracle Hardware Management Pack for Oracle Solaris http://www.oracle.com/goto/ohmp/
solarisdocs

Oracle ILOM http://www.oracle.com/goto/ilom/docs

このドキュメントについてのフィードバックをお寄せください。

http://www.oracle.com/goto/docfeedback

サポートとトレーニング

次の Web サイトに追加のリソースがあります。

■ サポート: https://support.oracle.com
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http://docs.oracle.com
http://www.oracle.com/goto/ohmp/solarisdocs
http://www.oracle.com/goto/ohmp/solarisdocs
http://www.oracle.com/goto/ilom/docs
http://www.oracle.com/goto/docfeedback
https://support.oracle.com


共著者

■ トレーニング: http://education.oracle.com

共著者

このドキュメントの共著者は、Cynthia Chin-Lee、Ralph Woodley、Michael Bechler で
す。

変更履歴

ドキュメントには次の変更が加えられています。

■ 2015 年 10 月。初版。
■ 2017 年 3 月。インストールガイドを更新し、Oracle Solaris 11.3 SRU 18 に含まれる

現行ツールの新機能に関する概要情報を追加。
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Oracle Hardware Management Pack インス
トールの概要

このガイドでは、Oracle Hardware Management Pack for Oracle Solaris 11.3 のコンポーネ
ントのインストール手順について説明します。

Oracle Hardware Management Pack は、Oracle Solaris 11.3 オペレーティングシステムの
統合コンポーネントです。Oracle Solaris 11.3 に対して明示的に保証されていないほか
のバージョンの Oracle Hardware Management Pack をダウンロードしたり使用したりし
ないでください。

Oracle Solaris 11.1 以前の Oracle Solaris のバージョンを使用している場合は、https:
//support.oracle.com から個別のダウンロードとして使用可能な Oracle Hardware
Management Pack を引き続き使用してください。

説明 リンク

Oracle Hardware Management Pack の概要 11 ページの「Oracle Hardware Management Pack
for Oracle Solaris の概要」

Oracle Hardware Management Pack コンポーネントの
インストールまたはアンインストール

19 ページの「Oracle Hardware Management Pack
コンポーネントのインストールまたはアンインス
トール」

Oracle Hardware Management Pack インストールの概要 9
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Oracle Hardware Management Pack for Oracle
Solaris の概要

このガイドでは、Hardware Management Pack for Oracle Solaris コンポーネントの概
要およびそれらのインストールまたは削除の方法について説明します。使用可能な
Oracle Hardware Management Pack for Oracle Solaris コンポーネントの詳細について
は、21 ページの「使用可能な Hardware Management Pack コンポーネント」を参照
してください。

次の表では、Oracle Hardware Management Pack for Oracle Solaris コンポーネントの概要
および Oracle サーバーでのそれらの使用方法について説明します。

ツール リンク 説明

コマンド行
ツール

Oracle® CLI Tools for
Oracle Solaris 11.3 ユー
ザーズガイド

サーバーコンポーネントのファームウェアをアップグレード
します。

サーバー上で BIOS、UEFI BIOS、RAID ボリューム、および
Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) サービスプロセッ
サ (SP) を構成します。

ハードウェア構成情報と Oracle サーバーのステータスを表示
します。

ホストと ILOM の相互接続を介して SNMP (Simple Network
Management Protocol) トラップを Oracle ILOM SP から転送す
る ILOM トラッププロキシを構成します。

Oracle Solaris オペレーティングシステム (OS) を実行している
サポートされるサーバー上でゾーニングを構成します。

管理エージェ
ント

Oracle® Server
Management Agents for
Oracle Solaris 11.3 ユー
ザーズガイド

Oracle ILOM にストレージおよびドメインに関する情報を提
供します。

SNMP を介した OS レベルでの Oracle ハードウェアのイン
バンドモニタリングを有効にします。この情報を使用し
て、Oracle サーバーをデータセンター管理インフラストラク
チャーに統合できます。

IPMI 16 ページの「IPMItool」
および
16 ページの「IPMIflash」

サーバーの SP にアクセスし、IPMI プロトコルを使用して管
理タスクを実行します。
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About the Oracle Server Hardware Management Agent

Hardware Management Pack for Oracle Solaris の機能の詳細については、次を参照してく
ださい。

■ 12 ページの「About the Oracle Server Hardware Management Agent」
■ 14 ページの「Oracle Server CLI ツール」
■ 15 ページの「ホストと ILOM の相互接続」
■ 16 ページの「IPMItool」
■ 16 ページの「IPMIflash」

About the Oracle Server Hardware Management Agent

Oracle Hardware Management Pack for Oracle Solaris には、Oracle サーバーをモニターす
るために役立つ Server Management Agent が含まれています。

Oracle Server Management Agent には次のコンポーネントが含まれています。

■ Oracle Server Hardware Management Agent
■ Oracle Server Hardware SNMP Plugins
■ itpconfig。Oracle ILOM サービスプロセッサによって生成されたトラップを、ホ

ストと ILOM の相互接続を介して転送できます。

Oracle Server Hardware Management Agent

svc:/system/sp/management:default と呼ばれる (11.2 より前の Oracle Solaris
バージョンでは hwmgmtd と呼ばれていた) Oracle Server Hardware Management Agent
(Hardware Management Agent) を使用すると、OS からサーバーとサーバーモジュー
ルのハードウェアをモニターおよび管理できます。デフォルトでは、Hardware
Management Agent はストレージポーラーを管理し、システム内のストレージデバイス
に関する Oracle ILOM 情報 (これらのデバイスに対するあらゆる変更情報を含む) を提
供します。

ポーリングに対するデフォルトの Hardware Management Agent 構成は、SNMP モニタ
リングが使用されないシステムで最適な機能を提供します。

ホストベースの SNMP モニタリングが使用される場合、Hardware Management Agent
と関連する Oracle Server Hardware SNMP Plugins (Hardware SNMP Plugins) が Oracle
サーバーのホストオペレーティングシステム上で実行されます。Hardware Management
Agent は、Oracle ILOM サービスプロセッサ (SP) にサーバーの現在の状態に関する情
報を定期的にポーリングします。収集された情報は、Hardware Management Agent が
Hardware SNMP Plugins を使用して SNMP 経由で提供します。
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About the Oracle Server Hardware Management Agent

注記 - デフォルトでは、Hardware Management Agent の SNMP モニタリング機能は無効
化されています。これを使用するには、itpconfig を使って Oracle ILOM トラッププ
ロキシを構成するとともに、『Oracle® Server Management Agents for Oracle Solaris 11.3
ユーザーズガイド』 の 「Hardware Management Agent 構成ファイル」の説明に従って
Hardware Management Agent を構成する必要があります。

Hardware Management Agent は、最新の Oracle サーバーで使用可能なホストと ILOM
の相互接続、または前の世代のサーバーのキーボードコントローラスタイル (KCS) イ
ンタフェースのいずれかを介して、SP にハードウェア情報をポーリングします。この
帯域内機能では、Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) SP の管理ポートをネット
ワークに接続することなく、サーバーとブレードサーバーモジュールのモニタリング
に単一の IP アドレス (ホストの IP) を使用できます。

さらに、Hardware Management Agent は Hardware Management Agent のステータスに関
する情報を含む別個のログを維持するため、トラブルシューティングに使用できま
す。

Oracle Server Hardware SNMP Plugins

Oracle Server Hardware SNMP Plugins は、SNMP を使用して Oracle サーバーを効果的に
モニターできるように設計されたハードウェア固有の管理情報ベース (MIB) ファイル
と OS ネイティブの SNMP プラグインで構成されます。

注記 - デフォルトでは、Hardware Management Agent の SNMP モニタリング機能は無効
化されています。これを使用するには、itpconfig を使って Oracle ILOM トラッププ
ロキシを構成するとともに、『Oracle® Server Management Agents for Oracle Solaris 11.3
ユーザーズガイド』 の 「Hardware Management Agent 構成ファイル」の説明に従って
Hardware Management Agent を構成する必要があります。

sunHwMonMIB は、サーバー上のセンサーとアラームの状態を示し、次の情報を提供
します。

■ システム全体のアラームのステータス
■ デバイスタイプごとの集合アラームのステータス
■ FRU アラームのステータス
■ センサー、センサーの種類、センサーの読み取り値、およびセンサーのしきい値の

リスト
■ インジケータの状態
■ システムロケータ制御
■ 基本製造情報を含むインベントリ
■ 製品およびシャーシのインベントリ情報 (シリアル番号やパーツ番号など)
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Oracle Server CLI ツール

■ 各センサーのアラームのステータス

sunHwTrapMIB は、Oracle サーバーで生成される可能性があるハードウェアイベント
のトラップ一式を示します。ここでは、次の情報について説明します。

■ サーバーの環境状態に影響を与える状態 (温度、電圧、現在の範囲外状態など)
■ サーバーのハードウェアコンポーネントに影響を与えるエラー状況 (FRU の挿入や

取り外し、セキュリティー侵入通知など)

sunStorageMIB は、システムストレージに関する次の情報を提供します。

■ 基本製造情報、プロパティー、コントローラのアラームのステータス
■ ディスクのプロパティーとアラームのステータス
■ RAID ボリュームのプロパティーとアラームのステータス
■ 論理コンポーネントのステータス

itpconfig および Oracle ILOM トラッププロキシ

itpconfig コマンド行インタフェース (CLI) ツールは、必要なハードウェアを備えた
サーバーで使用可能なホストと ILOM の相互接続を介して SNMP トラップをホストに
転送するよう Oracle ILOM を構成します。使用しているサーバーでホストと ILOM の
相互接続がサポートされるかどうかを調べるには、サーバーのドキュメントを参照し
てください。また、itpconfig を使用して、Oracle ILOM SP とホストとの間でホスト
と ILOM の相互接続を構成することもできます。

Oracle Hardware Management for Oracle Solaris 11.3 SRU 18 では、Oracle ILOM がト
ラップを送信した際にトラッププロキシが Hardware Management Agent に通知でき
るようにするための機能が追加されました。Oracle ILOM に定期的にポーリング
して情報を取得する代わりに、トラップの検出により、Oracle ILOM から最新デー
タを取得するための更新サイクルが開始されます。デフォルトでは、トラップに
よってポーリングサイクルがトリガーされない場合、Oracle ILOM は 1 時間に 1 回
Hardware Management Agent によってポーリングされます。この機能の詳細について
は、『Oracle® Server Management Agents for Oracle Solaris 11.3 ユーザーズガイド』 の
「Hardware Management Agent 構成ファイル」を参照してください。

Oracle Server CLI ツール

Oracle Server CLI ツール (CLI ツール) は、Oracle サーバーを構成するコマンド行イン
タフェースツールです。CLI ツールは次で構成されます。
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ホストと ILOM の相互接続

■ biosconfig – 前の世代のサーバーで検出されたサーバーの BIOS 設定を構成でき
ます。

■ fwupdate – サーバーコンポーネントのファームウェアをアップグレードできま
す。

■ hwmgmtcli – ハードウェア構成情報と Oracle サーバーのステータスを表示できま
す。

■ ilomconfig – Oracle ILOM ホストウォッチドッグを構成して、さらにホストと
ILOM の相互接続設定を構成できます。

■ nvmeadm – NVM Express コントローラとそのストレージデバイスに関する情報を表
示し、それらを構成できます。

■ raidconfig – サーバーで RAID ボリュームを構成できます。
■ ubiosconfig – 最新の Oracle サーバーで検出されたサーバーの UEFI BIOS を構成

できます。

ホストと ILOM の相互接続

Oracle ILOM 3.0.12 以降、ホストと ILOM の相互接続と呼ばれる通信チャネルが追加
され、サーバーへのネットワーク管理接続 (NET MGT) を使用せずにホストオペレー
ティングシステム (OS) が Oracle ILOM とローカルに通信することが可能になりま
した。ホストと ILOM の相互接続は最新の Oracle サーバーで使用可能であり、次の
Oracle ILOM タスクをローカルに実行するときに特に役立ちます。

■ 通常はサーバーのネットワーク管理 (NET MGT) 接続を通じてコマンド行インタ
フェース、Web インタフェース、または IPMI インタフェースから実行する、
Oracle ILOM のすべてのサーバー管理機能。

■ 通常はホストから fwupdate ツールを使用してキーボードコントローラスタイル
(KCS) インタフェース上で実行する、Oracle ILOM へのファームウェアアップグ
レードなどのすべてのデータ転送。このようなタイプのサーバー管理環境では、ホ
ストと ILOM の相互接続を使用すると、従来の KCS インタフェースを使用する場
合よりも信頼性を高めることができ、データ転送速度も上がる可能性があります。

■ サーバーにインストールされた Oracle 対応のソフトウェアツールおよびエージェ
ントを使用して通常はホストオペレーティングシステムから実行する、今後のすべ
てのサーバーモニタリング操作と障害検出操作。

Oracle Solaris オペレーティングシステムでは、ホストと ILOM の相互接続機能は自動
的に構成されます。

注記 - Oracle Hardware Management Pack for Oracle Solaris のドキュメントでは、この機
能は「ホストと ILOM の相互接続」と呼ばれます。Oracle ILOM インタフェースで
は、この機能はローカルホスト相互接続または LAN over USB と呼ばれます。
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IPMItool

IPMItool コマンド行ユーティリティーはホスト上で実行され、IPMI プロトコルをサ
ポートするデバイス (Oracle ILOM など) の管理や構成を可能にします。IPMItool を使
用することに慣れている専門家のために、Oracle Hardware Management Pack for Oracle
Solaris にはこのユーティリティーが含まれています。

Oracle Solaris 11.3 SRU 18 では、追加のセキュリティー機能が ORCLTLS と呼ばれる
新しいセキュアインタフェースとして、Oracle Hardware Management Pack for Oracle
Solaris バージョンの IPMItool (バージョン 1.8.15.1) に追加されました。これは、TLS
プロトコルを使用した IPMItool コマンドの実行をサポートし、IPMI 2.0 で使用される
LANPLUS プロトコル上で追加のセキュリティーを提供します。Oracle によって追加
されたこの新しいインタフェースは、IPMItool に含まれるすべての標準インタフェー
スへの追加機能であり、3.2.8.1 以降のバージョンの Oracle ILOM でサポートされま
す。

Oracle ILOM でセキュアな IPMItool 機能を使用する方法の詳細については、Oracle
ILOM 3.2 ドキュメントライブラリ (http://www.oracle.com/goto/ilom/docs) にあ
るマニュアル「Oracle ILOM SNMP および IPMI 用プロトコル管理リファレンスファー
ムウェア Release 3.2.x」を参照してください。

Oracle Hardware Management Pack に含まれる IPMItool ユーティリティーの使用方法に
ついては、コマンド行のヘルプやマニュアルページを参照してください。

注記 - IPMItool に付属し、サービスプロセッサのイベントをホストの syslog にコ
ピーするために使用される ipmievd デーモンは、このリリースの Oracle Hardware
Management Pack では非推奨となりました。

IPMIflash

IPMIflash は、Oracle ILOM SP ファームウェアおよび BIOS を管理ネットワーク経由で
リモートで更新したり、サーバーからローカルで更新したりするための代替方法を提
供するコマンド行アプリケーションです。IPMIflash の 1 つのバージョンが、Hardware
Management Pack の一部として提供されます。システムに IPMIflash がまだインストー
ルされていない場合は、インストールできます。

Oracle Solaris 11.3 SRU 18 では、追加のセキュリティー機能が ORCLTLS と呼ばれる
新しいセキュアインタフェースとして、Oracle Hardware Management Pack for Oracle
Solaris バージョンの IPMIflash (バージョン 1.8.15.1) に追加されました。これは、TLS
プロトコルを使用した IPMIflash コマンドの実行をサポートし、IPMI 2.0 で使用される
LANPLUS プロトコル上で追加のセキュリティーを提供します。Oracle によって追加
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IPMIflash

されたこの新しいインタフェースは、汎用版の IPMIflash に含まれるすべての標準イ
ンタフェースへの追加機能であり、3.2.8.1 以降のバージョンの Oracle ILOM でサポー
トされます。

ホストから IPMIflash コマンドを使用する方法の詳細については、コマンド行のヘル
プやマニュアルページを参照してください。
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Oracle Hardware Management Pack コンポー
ネントのインストールまたはアンインストール

このセクションでは、OS に固有のコマンドを使用して、Hardware Management Pack コ
ンポーネントを Oracle サーバーに手動でインストールおよびアンインストールする方
法について説明します。

このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 19 ページの「インストール、アップグレード、および使用法に関する問題」
■ 21 ページの「使用可能な Hardware Management Pack コンポーネント」
■ 22 ページの「Oracle Solaris にコンポーネントをインストールする方法」
■ 23 ページの「Oracle Solaris でコンポーネントをアンインストールする方法」

インストール、アップグレード、および使用法に関する問題

Oracle Hardware Management Pack のインストールを実行する前に、次の注意点を確認
してください。

注記 - Oracle® Hardware Management Pack for Oracle Solaris 11.3 リリースノートに、
インストールに関する問題が追加で記載されている可能性があります。Hardware
Management Pack をインストールする前に、次の問題点に加え、リリースノートを確
認してください。

■ Oracle Solaris 11.3 のインストールの場合、多くの Oracle Hardware Management
Pack コンポーネントが事前インストールされていてすぐに使用できます。
すぐに使用できる Oracle Hardware Management Pack コンポーネント、およびインス
トールする必要があるコンポーネントを確認するには、21 ページの「使用可能
な Hardware Management Pack コンポーネント」を参照してください。

■ Oracle Hardware Management Pack がインストールされている以前のバージョンの
Oracle Solaris から Solaris 11.3 にアップグレードする場合。
■ Oracle Hardware Management Pack 2.2.7 以降がインストールされている以前の

バージョンから Oracle Solaris OS 11.3 にアップグレードした場合、Hardware

Oracle Hardware Management Pack コンポーネントのインストールまたはアンインストール 19

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E76507-01&id=OHMPN


インストール、アップグレード、および使用法に関する問題

Management Pack は Oracle Solaris OS 11.3 パッケージに標準で付属しているバー
ジョンに自動的にアップグレード (またはダウングレード) されます。

■ 2.2.7 より前の Oracle Hardware Management Pack がインストールされている
以前のバージョンから Oracle Solaris OS 11.3 にアップグレードした場合は、
Solaris 11.3 パブリッシャーが使用されるように Oracle Hardware Management
Pack リポジトリパブリッシャーを再構成する必要があります。次のコマンドを
入力します。
pkg set-publisher --non-sticky mp-re

■ Oracle Solaris ゾーンでの Oracle Hardware Management Pack ツールのインストー
ルおよび実行。
Oracle Hardware Management Pack コンポーネントは、Solaris 大域ゾーンからイン
ストールして実行することが意図されています。非大域ゾーンからコンポーネン
トパッケージをインストールすることはできますが、非大域ゾーンから Hardware
Management Pack ツールを実行すると、「Not supported」というエラーメッセージ
が生成されます。

■ Oracle Solaris 論理ドメインでの Oracle Hardware Management Pack ツールの実
行。
LDOM ゲストドメインで実行できるのは、fwupdate および raidconfig のみで
す。操作が有効になるのは、LDOM に物理ハードウェア (IO ドメイン) がある場合
のみです。
LDOM ゲストドメインでほかのツールを実行した場合は、「Not supported」という
エラーメッセージが生成されます。

■ Oracle Hardware Management Pack ツールの使用がサポートされているハードウェ
ア。
サポートされる Oracle Hardware Management Pack コンポーネントはサーバーやオ
ペレーティングシステムによって異なるため、インストールするすべてのコンポー
ネントがターゲットのプラットフォームをサポートしていることを確認してくださ
い。次に進む前に、インストールするバージョンのサポート表を必ず確認しておい
てください。サポート表は次で入手可能です。
http://www.oracle.com/goto/ohmp

■ Solaris Automated Installer の使用時にホストと ILOM の相互接続機能が無効状態
のままになっていることがある (CR 18696723)。
Oracle Solaris Automated Installer (Oracle Solaris 11 で導入) を使用してサーバーにソ
フトウェアを配備すると、Automated Installer がインストール中にリブートを実行
したあとで、サーバーのホストと ILOM の相互接続機能 (多数の Oracle Hardware
Management Pack 機能に必須) が無効状態のままになっていることがあります。こ
れが発生した場合、インストールの完了後に 2 回目のサーバーリブートを実行する
と、この問題が修正されます。
サーバーが Automated Installer によって設定されたかどうかを判別するには、次の
コマンドを入力します。

# netadm list | grep ncp
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使用可能な Hardware Management Pack コンポーネント

ncp         Automatic      online      <-- Automated Installer was used

ncp         DefaultFixed   disabled

使用可能な Hardware Management Pack コンポーネント

Oracle Solaris OS 11.3 をインストールすると、多くの Oracle Hardware Management Pack
ツールが事前インストールされて使用できる状態になります。Oracle Solaris OS のイ
ンストールに含まれている Oracle Hardware Management Pack パッケージを確認するに
は、pkg list コマンドを使用します。例:

pkg list | grep system/management

IFO の下に「i」が表示されているパッケージは、すでにインストールされていること
を示します。例:
root@system1:~# pkg list | grep system/management
NAME (PUBLISHER)                  VERSION                    IFO
...
system/management/fwupdate        2.3.3-0.175.3.0.0.30.0     i--
system/management/fwupdate/emulex 6.3.12.2-0.175.3.0.0.30.0  i--
system/management/fwupdate/qlogic 1.7.3-0.175.3.0.0.30.0     i--
system/management/hmp-snmp        2.3.3-0.175.3.0.0.30.0     i--
system/management/hwmgmtcli       2.3.3-0.175.3.0.0.30.0     i--
system/management/hwmgmtd         2.3.3-0.175.3.0.0.30.0     i--
system/management/ilomconfig      5.11-0.175.3.0.0.30.0      i--
system/management/ipmitool        1.8.12-0.175.3.0.0.30.0    i--
...
system/management/raidconfig      2.3.3-0.175.3.0.0.30.0     i--
...

OS のインストール環境に必要なパッケージがない場合は、Oracle Solaris リポジトリか
らインストールできます。

付属する Oracle Hardware Management Pack コンポーネントは、使用した Oracle Solaris
OS サーバーインストールパッケージによって異なります。次の表は使用可能なすべ
てのパッケージを示しています。

パッケージ名 パッケージの説明

system/management/biosconfig x86: レガシー BIOS 構成ユーティリティー。

system/management/hwmgmtd Oracle Server Hardware Management Agent デーモ
ン。インストール後に自動起動するように構成され
ています。

system/management/hmp-snmp Oracle Server Hardware SNMP Plugins。

system/management/ipmitool IPMI 対応デバイスを制御するために使用する
IPMItool ユーティリティー。

system/library/hmp-libs Oracle Hardware Management Pack に必要なライブラ
リ。
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Oracle Solaris にコンポーネントをインストールする方法

パッケージ名 パッケージの説明

system/management/raidconfig RAID 構成ツール。

system/management/fwupdate ファームウェアの更新ツール。

system/management/fwupdate/qlogic QLogic ファイバチャネルホストバスアダプタのコ
マンド行インタフェースおよび fwupdate のライブ
ラリプラグイン。

system/management/fwupdate/emulex Emulex ファイバチャネルのサポート、ドライバ、
および fwupdate のライブラリプラグイン。

system/management/ilomconfig Oracle ILOM 構成ツール。

system/management/hwmgmtcli Oracle Server CLI モニタリングツール。

system/management/ubiosconfig x86: UEFI BIOS 構成ユーティリティー。

system/storage/nvme-utilities NVM Express デバイス管理ツール。

Oracle Solaris にコンポーネントをインストールする方法

始める前に ■ Hardware Management Pack コンポーネントをインストールするには、root 権限でシ
ステムにログインする必要があります。

■ 公開されている Oracle Solaris リポジトリを使用せずに独自の内部リポジトリを
セットアップした場合は、内部リポジトリサイトを指すパブリッシャーが設定され
ていることを確認します。例:
# pkg set-publisher -p http://repository_URI

ここで、repository_URI は内部リポジトリへの URI です。
■ 公開されている Oracle Solaris リポジトリを使用していて (たとえば、http://pkg.

oracle.com/solaris/release/en/index.shtml)、会社でプロキシサーバーを使
用している場合は、プロキシが構成されていることを確認します。例:
# export http_proxy=http://proxy-server:port-number

ここで、proxy-server はプロキシサーバーのアドレス、port-number はそのプロキシ
サーバーで使用されるポート番号です。

1. インストールする Hardware Management Pack コンポーネントを決定しま
す。21 ページの「使用可能な Hardware Management Pack コンポーネント」を
参照してください。

2. パッケージをインストールするには、次のコマンドを使用します。
# pkg install package-name

ここで、package-name は 21 ページの「使用可能な Hardware Management Pack コン
ポーネント」に示されている 1 つ以上のパッケージ (それぞれをスペースで区切りま
す) です。例:

root@system1:~# pkg install system/management/raidconfig
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Oracle Solaris でコンポーネントをアンインストールする方法

           Packages to install:  1
       Create boot environment: No
Create backup boot environment: No
DOWNLOAD                                PKGS         FILES    XFER (MB)   SPEED
Completed                                1/1           9/9 0.1/0.1  1.6M/s

PHASE                                          ITEMS
Installing new actions                         38/38
Updating package state database                 Done
Updating package cache                           0/0
Updating image state                            Done
Creating fast lookup database                   Done
Updating package cache                           1/1
root@system1:~#

Oracle Solaris でコンポーネントをアンインストールする方
法

始める前に ■ Hardware Management Pack コンポーネントを手動でアンインストールするには、
root 権限でシステムにログインする必要があります。

1. アンインストールするコンポーネントを決定します。21 ページの「使用可能な
Hardware Management Pack コンポーネント」を参照してください。

注記 -  次のパッケージの依存関係が存在します。

■ hmp-libs は、その他すべての Hardware Management パッケージのアンインストー
ル時またはアンインストール後にアンインストールする必要があります。

■ hmp-snmp は、hwmgmtcli のアンインストール時またはアンインストール前にアン
インストールする必要があります。

2. パッケージをアンインストールするには、次のコマンドを使用します。
# pkg uninstall package-name

ここで、package-name は 21 ページの「使用可能な Hardware Management Pack コン
ポーネント」に示されているパッケージのいずれかです。例:

root@system1:~# pkg uninstall system/management/raidconfig
            Packages to remove:  1
       Create boot environment: No
Create backup boot environment: No
PHASE                                          ITEMS
Removing old actions                           20/20
Updating package state database                 Done
Updating package cache                           1/1
Updating image state                            Done
Creating fast lookup database                   Done
Updating package cache                           1/1
root@system1:~#
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